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 令和２年（２０２０年）１１月２６日（木曜日）、熊本県畜産関係業績発表会がオンラインで開催さ

れました。その中で、畜産研究所及び草地畜産研究所から最新の研究成果を９題発表しました。また、

１２月７日（月曜日）から同９日（水曜日）まで、ポスター発表を農業研究センターのホームページ上

で実施しました。 

 今後も、新しい生活様式下において新型コロナ感染症の拡大防止に努めながら、より充実した情報発

信を行えるよう取り組んでいきます。 

オンラインで研究成果を発表 
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【問い合わせ先】畜産研究所 生産基礎技術研究室    ＴＥＬ：０９６－２４８－６４３４ 

 現場後代検定では枝肉重量が去勢、雌ともに歴代1位を記録し、育種価も＋100㎏を超える

ずば抜けた評価となりました。ばらの厚さにも優れていることから、特に肉量面の改良への貢

献が期待されます。  

標準化育種価（SBV）とは？ 

各形質の育種価を同一スケール上で

比較したもの。値が＋１以上の場合、

改良効果が高い。  

※BMS（牛脂肪交雑基準）…No.1~12で区分され、数字が大きいほど霜降りの度合いが高い 

【産子の枝肉】 

（詳細はこちら）  



 １～２月に交配を行う半促成無加温スイカ栽培は熊本県の主要な作型ですが、低温時の着果不

良による再交配の実施など労力の増大が問題となっています。そこで、特定の温度で相変化によ

り蓄熱と放熱を繰り返す潜熱蓄熱材（Phase Change Material、以下ＰＣＭ）の設置による、

着果率の向上・交配作業効率化技術を開発しました 。 

３ 

◆研究の成果 

１．畝中央部に15℃タイプのＰＣＭカプセルを1株につき1枚設置し、ＰＣＭに子づるの成長点

を継続的に載せ、交配から着果確認までは雌花（果実）を載せます（図１、図２） 。 

◆留意点等 

・周辺温度15℃以上で吸熱し15℃以下で放熱する板状のＰＣＭ（縦28cm×横14.5cm×厚さ

2.7cm、1kｇ）を使用しました。本製品はポリエチレン製のカプセルに内容液が充填されており、繰

り返しの使用が可能です。 

・導入にあたってはハウス内の低温箇所への限定的な設置や、交配・着果完了後、次に交配するほ場に

利用し利用率の向上を図るなど、コストを下げることが重要です。  

・潜熱蓄熱材の設置効果は低温年ほど大きくなります。 

【問い合わせ先】生産環境研究所 施設経営研究室   ＴＥＬ：０９６－２４８－６４４７ 

図１ ほ場内におけるＰＣＭの設置状況 
※子づるの伸長期、単棟ハウスの畝面を真上から見た図 図２ 生育ステージ毎のＰＣＭ設置状況 

表１ 潜熱蓄熱材の設置効果   

２．ハウス内の畝面に置床した潜熱蓄熱材の直上は、夜間においても１６℃以上を確保できま

す。潜熱蓄熱材で成長点・雌花を保温することで、開花期が早まり、開花日のばらつきが小さ

くなります（表１）。 

３．雌花を交配時期から着果確認まで保温することにより、着果率が向上し、交配回数を減らす

ことができます。また、収穫に至らない未着果株の発生を低減することができます（表１）。  

（詳細はこちら）  



 本紙に関するお問い合わせは、企画調整部企画情報

課までご連絡ください。 
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【問い合わせ先】畜産研究所 生産基礎技術研究室    ＴＥＬ：０９６－２４８－６４３４ 

ホームページ 

 脂肪交雑、ロース芯面積の育種価は歴代2位の極めて高い評価となり、光晴重の特長を引き継

ぐ後継牛として産肉性の改良に貢献できると考えられ、今後の活躍が期待されます。 

【産子の枝肉】 

標準化育種価 

（SBV）とは？ 

各形質の育種価を同

一スケール上で比較

したもの。値が＋１以

上の場合、改良効果

が高い。  

※BMS（牛脂肪交雑基準）…No.1~12で区分され、数字が大きいほど霜降りの度合いが高い 

ツイッター 

【現場後代検定】 

（詳細はこちら）  


